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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
素
晴
ら
し
い
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た

こ
と
と
、
あ
さ
ぎ
り
町
議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
能
登
半
島
地
震
に
て
被
災
さ
れ
ま
し
た
北
陸
地
方
の
方
々
に
ご
冥

福
と
、
お
見
舞
い
を
衷
心
よ
り
申
し
上
げ
早
期
の
復
旧
・
復
興
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

　

昨
年
も
国
際
情
勢
、
国
内
経
済
と
も
に
激
動
で
あ
り
ま
し
た
。
本
町
に

お
い
て
も
球
磨
川
支
流
に
お
い
て
水
道
施
設
が
被
災
を
致
し
ま
し
た
。
地

球
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
が
引
き
続
き
起
こ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、
日
頃
よ
り
町
民
の
皆
様
が
防
災
意
識
を
更
に
高
め
る
こ
と
が
大
事
で

あ
り
ま
す
。
議
会
と
致
し
ま
し
て
も
、
防
災
施
設
を
兼
ね
る
第
二
庁
舎
の
完

成
を
期
に
、
更
に
防
災
力
の
強
化
に
執
行
部
共
々
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
他
に
も
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
な
ど
課
題
山
積
で
す
が
、
町
民
の
皆
様
が

幸
せ
を
実
感
出
来
る
年
に
成
る
よ
う
議
会
議
員
一
同
、
決
意
を
新
た
に
し
て
お

り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
本
年
が
幸
多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念

申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　
　
令
和
六
年
一
月
吉
日

あ
さ
ぎ
り
町
議
会　
議
長　
森
岡　
　
勉

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

あさぎり町
おかどめ幸福駅
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設
置
対
象
者
の
税
の
滞
納
は
、
事
前

調
査
の
項
目
に
入
る
の
か
。

　
他
の
交
付
金
と
同
様
に
調
査
を
行
う
。

　
対
象
地
区
は
岡
原
・
深
田
だ
が
全
地

区
に
拡
大
す
る
の
か
。

　
町
全
体
に
波
及
し
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

　
総
事
業
費
と
町
へ
の
経
済
効
果
、
ま

た
Ｃ
Ｏ
２
削
減
量
は
。

　
削
減
量
は
、
１
，
５
７
８
ト
ン
。
事
業
費

は
、
約
13
億
円
。
税
収
は
、
６
，
７
１
４
万

円
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
バ
イ
オ
炭
に
関
す
る
具
体
的
計
画
は

あ
る
の
か
。

　
有
機
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
て
炭
を
混
ぜ
、
農

家
の
皆
さ
ん
に
使
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

る
と
思
う
。

問企
画
政
策
課
長

問企
画
政
策
課
長

問企
画
政
策
課
長

問企
画
政
策
課
長

一般会計補正予算（第７号）

歳入歳出それぞれ１億 23 万円を追加し

総額１３４億9,958万2千円
補正予算の主な事業
　企画政策課　・地域脱炭素推進補助金	 	 			 	 	 ９９，７１２千円

可決
全会一致で

第８回会議（令和５年 10 月 20 日開議）

　環境省が公募する第３回脱炭素先行地域に応募し、令和５年４月28日に選定された。
事業については、民間事業者が主体となり太陽光パネル及び蓄電池の設置を行うもの。

審 議 内 容 の 抜 粋

太陽光発電パネル、蓄電池設置予定ヵ所（クラウンゴルフ倶楽部、専立寺こども園）
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お
し
え
て

ひ
ば
り
ち
ゃ
ん

◆
財
政
用
語
の
解
説
◆

※
１　
元
利
償
還
金

●
町
が
借
り
入
れ
た
借
金
の
元

金・利
子
を
返
済
す
る
た
め
の

償
還
金
。

※
２　
基
準
財
政
需
要
額

●
地
方
交
付
税
の
算
定
基
礎
と

な
る
も
の
で
、各
地
方
公
共
団
体

（
都
道
府
県
県
及
び
市
町
村
）

が
合
理
的
か
つ
妥
当
な
水
準
に

お
け
る
行
政
を
行
い
、ま
た
は

施
設
を
維
持
す
る
た
め
に
財
政

需
要
を一定
の
方
法
に
よ
っ
て
合

理
的
に
算
定
し
た
額
。

※
３　
地
方
交
付
税

●
地
方
公
共
団
体
の
財
源
の
不

均
衡
を
是
正
し
、合
理
的
か
つ

妥
当
な
水
準
の
行
政
を
行
う

の
に
必
要
な
財
源
を
確
保
す

る
た
め
に
国
か
ら
交
付
さ
れ

る
も
の
。

　12月定例会は、12月8日から15日までの日程で開いた。
　一般質問では、10人の議員が登壇し町政の課題を質した。
　（質問内容はP8～P17）
　町長から提案のあった条例６件、補正予算７件、契約１件、人事２件、契
約変更報告４件を慎重に審議。
　すべて、全会一致で原案のとおり可決・承認した。

一般会計補正予算（第８号）

歳入歳出それぞれ４億９９９万 5 千円を追加し

総額１３９億９５７万7千円

可決
全会一致で

補正予算の主な事業
財政課
　・長期債元金利子償還金	 	 　１１，３７５千円
総務課
　・改定に伴う人件費	 	 　１９，１１７千円
　・県知事選挙費	 	 	 　　８，４８８千円
企画政策課
　・ふるさと納税返礼品	 	 　３５，２３９千円
　・ふるさと納税返礼品発送業務委託料	 　１１，３２１千円
生活福祉課
　・障害福祉施設等物価高騰対策支援金	 　　３，２２１千円
　・低所得世帯給付金	 	  １２８，１００千円
健康推進課
　・医療機関等物価高騰対策支援金	 	 　　２，１０５千円
農林振興課
　・県産麦安定生産体系構築支援事業補助金　　７，５７９千円
　・農業振興イベント補助金	 	 　　　５００千円
　・林業施設災害復旧費 3路線 3ヵ所	 　　１１４，１６４千円
建設課
　・環境整備資材等支給事業費	 	 　　　８５０千円
　・歩道整備に伴う補償費	 	 　　８，０５８千円
　・河川堆積土砂撤去費	 	 　　３，３００千円
教育課
　・文化財修理費補助金	 	 　　２，９２８千円

ふるさと納税返礼品発送業務

農業振興イベント（豪農'sフェスタ）

文化財修理（築地熊野神社 薬師堂）

令和５年度

第９回
会議
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※
４　
実
額
償
還
方
式

●
実
際
に
支
払
う
元
利
償
還
金

の一定
割
合
を
基
準
財
政
需
要

額
に
算
入
す
る
方
法
。

※
５　
理
論
償
還
方
式

●
国
が
想
定
し
た
利
率
、借
入
条

件
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ
た
元
利

償
還
金
相
当
額
を
基
準
財
政

需
要
額
に
算
入
す
る
方
法
。

※
６　
合
併
特
例
債

●
合
併
し
た
市
町
村
が
、新
し
い

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
実
施
す

る
事
業
の
う
ち
、特
に
必
要
と

認
め
ら
れ
る
事
業
に
対
す
る

財
源
と
し
て
、借
入
す
る
こ
と

が
で
き
る
地
方
債
の
こ
と
。あ

さ
ぎ
り
町
の
活
用
期
間
は
令

和
５
年
度
で
終
了
。

※
７　
留
保
財
源

●
予
期
せ
ぬ
出
費
や
緊
急
時
に

備
え
る
た
め
の
お
金
。

※
８　
特
定
目
的
基
金

●
特
定
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
計
画

の
た
め
に
お
金
を
集
め
て
管
理

す
る
仕
組
み
。※

ひ
ば
り
は
町
鳥

審 議 内 容 の 抜 粋

　
長
期
債
の
元
利
償
還
金
（
※

１
）
は
、
基
準
財
政
需
要
額

（
※
２
）
に
算
入
さ
れ
る
の
か
。

　
３
年
に
１
回
地
方
交
付
税
（
※
３
）

検
査
の
際
に
錯
誤
と
い
う
形
で
修
正
の

報
告
を
し
て
、
検
査
の
次
の
年
度
の
基

準
財
政
需
要
額
に
反
映
さ
れ
る
。

　
償
還
の
方
法
は
、
実
額
償
還

方
式
（
※
４
）
か
理
論
償
還
方

式
（
※
５
）
か
。

　

借
り
入
れ
る
地
方
債
に
よ
っ
て
実

額
な
の
か
理
論
な
の
か
と
い
う
こ
と

は
決
ま
っ
て
お
り
、
計
地
方
自
治
体

側
で
は
選
択
で
き
な
い
。

　
人
事
院
勧
告
に
よ
る
人
件
費

増
額
は
い
く
ら
か
。

　
総
額
で
２
，
１
５
０
万
３
千
円
。

　
建
設
課
の
事
業
で
合
併
特
例

債
（
※
６
）
を
借
り
入
れ
る
と

の
事
だ
が
、
い
つ
ま
で
の
事
業
が
対

象
に
な
る
の
か
。

　

道
路
橋
梁
費
に
合
併
特
例
債
を
充

て
る
予
定
で
い
る
。
用
地
取
得
費
そ

れ
に
伴
う
補
償
費
で
令
和
５
年
度
内

に
完
了
が
見
込
ま
れ
る
の
で
追
加
申

請
す
る
。

　
年
度
内
に
完
了
す
る
事
業
が

他
に
も
あ
る
が
、
今
回
の
事
業

だ
け
を
対
象
と
し
た
理
由
は
。

　

秋
頃
ま
で
に
計
画
を
提
出
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
計
画
で
認
め
ら

れ
た
以
降
は
、
追
加
は
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
補
正
予
算
成
立
後
の
留
保
財

源
（
※
７
）
は
。

　
２
億
５
，
３
３
５
万
円
。

　

剰
余
金
は
特
定
目
的
基
金

（
※
８
）
に
積
み
立
て
る
の
か
。

　
総
合
的
に
判
断
し

特
定
目
的
基
金
に
積
む
事
も
考
え
て

い
る
。　

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
の

割
合
は
３
割
が
基
準
と
な
っ
て
い
る

が
大
丈
夫
か
。

　

令
和
３
年
度
は
、
経
費
が
50
％
を

超
え
て
い
た
が
、
令
和
４
年
度
は
返

礼
品
の
額
を
見
直
し
解
消
に
努
め
て

き
た
。
現
在
は
、
返
礼
品
の
割
合
を

３
割
以
下
と
い
う
と
こ
ろ
で
ク
リ
ア

し
て
い
る
。
ま
た
、
事
業
費
に
対
す

る
費
用
は
５
割
以
下
と
い
う
基
準
を
遵

守
す
る
よ
う
に
通
知
を
頂
い
て
い
る
。

問問問 財
政
課
長

財
政
課
長

総
務
課
長

問建
設
課
長

問問 財
政
課
長

財
政
課
長

問問企
画
政
策
課
長

財
政
課
長
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条例改正・発議
議案第33号　あさぎり町テレワーク施設条例の制定
　情報通信技術を活用したテレワークの推進を通じ、町内の農林商工業をはじめとした、
地域経済の発展に向けた、新たな産業の創出や地域の活性化を図るため

議案第34号　あさぎり町一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定
　令和 5 年 8 月 7 日に出された人事院勧告及び同年 10 月 10 日に出された熊本県人事
委員会勧告に鑑み、本条例の一部を改正する必要があるため

議案第35号　あさぎり町の特別職の職員で、常勤のものの給与及び旅費に関する条例及び
　　　　　 　あさぎり町教育委員会教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定
　一般職員の給与改定に伴い、本条例の一部を改正する必要があるため

議案第36号　あさぎり町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定
　国民健康保険法施行令の一部改正に伴い、本条例の一部を改正する必要があるため

議案第37号　あさぎり町特定教育、保健施設及び特定地域型保育事業並びに特定子供、
　　　　　 　子育て支援施設等の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定
　特定教育、保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子供、子育て支援施設等の運営
に関する基準の一部改正に伴い、本条例の一部を改正する必要があるため

議案第38号　あさぎり町産業用地分譲条例の一部を改正する条例の制定
　深田地区産業用地を分筆したことにより、本条例の一部を改正する必要があるため

発議第５号　あさぎり町議会の議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の
　　　　　　一部を改正する条例の制定
　人事院勧告による一般職の賞与の支給割合に合わせ、議会議員の期末手当を改正するた
め本条例の一部を改正する必要があるため

人
権
擁
護
委
員

　　
喜
多
村　
和
歌
子 

氏

　
深
田
（
再
任
）

　
才
藤　
紳
二 

氏
　
上
（
新
任
）

※
法
務
大
臣
の
委
嘱
で
任
期
は
３

　
年
。
法
律
に
基
づ
い
て
人
権
相

　
談
を
受
け
た
り
人
権
の
考
え
を

　
広
め
る
活
動
を
す
る
民
間
ボ
ラ

　
ン
テ
ィ
ア
。

可決
全会一致で

諮問第３・４号 適任
全会一致で
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月　日 行　事 出席者

11　
月

11 月 1 日 議員懇談会・全員協議会 全員
11 月 5 日 あさぎり町 町制２０周年記念式典【須恵文化ホール】 全員
11 月 9 日 議会広報クリニック【自治会館】 広報調査特別委員

11 月 10 日
上球磨町村議会議員研修【せきれい館】
上球磨町村議会議員親睦グラウンドゴルフ大会
【深田向町河川公園】

全員

11 月 11 日 球磨川流域橋梁着工式【球磨村総合運動公園】 議長
11 月 16 日 球磨郡議長会定例会【相良村体育館会議室】 議長

11 月 20 日 椎葉村・西米良村・上球磨正副議長会交流会【多良木町
役場】 議長、副議長

11 月 21 日 公共施設マネジメント調査特別委員会、広報調査特別委員会
総務建設経済常任委員会 全員

11 月 22 日 第72回球磨畜産共進会優勝祝賀会【町内飲食店】 議長

11 月 24 日 厚生文教常任委員会 厚生文教常任委員
議長

11 月 27 日～ 29 日 全国議長大会【東京都NHKホール】、行政視察【群馬県】 議長

12　
月

12 月 3 日 第25回球磨人吉消防ラッパ吹奏競技大会【須恵文化ホール】 議長

12 月 4 日 議員懇談会・全員協議会、公共施設マネジメント調査特
別委員会 全員

12 月 5 日 議会運営委員会 議会運営委員
議長、副議長

12 月 8 日
議会運営委員会、全員協議会、公共施設マネジメント調
査特別委員会
広報調査特別委員会

全員

12 月 8 日～ 15 日 12月定例会（第9回会議）4日間 全員

12 月 13 日 公共施設マネジメント調査特別委員会、議会活性化特別
委員会、全員協議会 全員

12 月 14 日 中学生1日議会 全員
12 月 17 日 第71回球磨一周市町村対抗熊日駅伝大会 議長
12 月 19 日 官民連携事業に関するセミナー 全員

12 月 21 日 厚生文教常任委員会
郡議長・副議長合同会議【錦町】

厚生文教常任委員
議長、副議長

12 月 26 日 総務経済常任委員会 総務建設経済常任委員
議長

12 月 28 日 あさぎり町消防団年末警戒出発式【町内巡回】 議長

１　
月

1 月 4 日 あさぎり町二十歳の成人式【須恵文化ホール】
議員懇談会・全員協議会 全員

1 月 7 日 あさぎり町出初式【深田向町河川公園】 全員
1 月 9 日 球磨郡議長会定例会【球磨地域振興局会議室】 議長
1 月 10 日 あさぎり町産業活性化「新春の集い」【ポッポー館】 全員
1 月 12 日 広報調査特別委員会 広報調査特別委員

1 月 14 日 上球磨消防団連合会放水競技大会
【多良木町多目的グランド】

議長
上球磨消防組合議員

1 月 19 日 議会運営委員会、全員協議会、広報調査特別委員会
議会活性化調査特別委員会 全員

1 月 23 日 公共施設マネジメント調査特別委員会
県議長会議員研修【オンライン】 全員

1 月 26 日 広報調査特別委員会 正副委員長
1 月 29 日 第10回会議 全員

議員は何しとっと？ 議会の動き
（11月〜１月）
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あ
さ
ぎ
り
町
は
県

内
で
平
成
の
大
合
併

第
１
号
と
し
て
、
平
成
15
年

４
月
に
中
球
磨
５
か
町
村
が

合
併
し
て
誕
生
し
た
。
11
月

５
日
に
須
恵
文
化
ホ
ー
ル
で

町
制
施
行
20
周
年
記
念
式
典

が
開
催
さ
れ
た
が
、
町
で
は

町
制
施
行
20
周
年
を
迎
え
る

こ
と
を
受
け
、
よ
り
多
く
の

住
民
な
ど
一
体
感
を
持
っ
て

盛
り
上
げ
よ
う
と
、
昨
年
ロ

ゴ
マ
ー
ク
と
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
「
こ
れ
ま
で
の
20
年

　
こ
れ
か
ら
の
未
来　
幸
せ

な
町
」
を
決
定
さ
れ
た
。
今

後
の
発
展
を
目
指
す
具
体
的

な
取
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

　
５
つ
の
公
約
の
中
で
、
子

育
て
世
代
へ
の
負
担
軽
減
に

つ
い
て
は
、
来
年
１
月
か
ら

子
ど
も
医
療
費
の
窓
口
負
担

を
な
く
す
。
給
食
費
の
無
償

化
に
つ
い
て
は
町
の
財
政
負

担
も
あ
る
の
で
、
段
階
的
に

新
年
度
は
１
／
２
を
目
指
し

て
現
在
、
検
討
し
て
い
る
。

高
齢
者
が
元
気
に
な
る
ま
ち

づ
く
り
に
関
し
て
は
、
免
許

返
納
者
へ
の
対
応
を
担
当
課

と
協
議
し
て
い
る
。
安
心
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
、
健
全
財

政
の
運
営
等
徐
々
に
で
は
あ

る
が
、
一
つ
一
つ
ク
リ
ア
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

　

幅
広
く
20
周
年
記

念
イ
ベ
ン
ト
等
行
っ

て
住
民
に
は
伝
わ
っ
て
い
る

と
思
う
が
、
一
体
と
な
っ
て

と
い
う
の
で
あ
れ
ば
各
戸
に

20
周
年
記
念
の
タ
オ
ル
等
を

配
布
す
れ
ば
、
も
う
少
し
盛

り
上
が
る
の
で
は
な
い
か
。

　
で
き
る
だ
け
経
費
を
か
け

な
い
と
い
う
こ
と
で
、
記
念

式
典
を
行
っ
た
の
で
、
今
後

そ
う
い
う
記
念
行
事
等
が
あ

る
時
に
、
あ
さ
ぎ
り
町
の
歌

や
町
民
憲
章
な
ど
記
入
し
た

記
念
品
を
贈
る
機
会
が
あ
れ

ば
検
討
し
た
い
。

　

「
あ
さ
ぎ
り
町
の

歌
」
、
ダ
ン
ス
の
普

及
に
つ
い
て
は
。

　
あ
さ
ぎ
り
町
の
歌
の
ア
レ

ン
ジ
版
の
Ｃ
Ｄ
を
、
現
在
16

か
所
に
配
布
し
て
い
る
。
今

後
、
ふ
る
さ
と
会
（
関
東
、
中

部
、
関
西
会
）
に
原
曲
も
併

せ
て
２
部
送
付
予
定
。
ま
た

町
内
の
保
育
園
、
認
定
こ

ど
も
園
、
各
小
学
校
、
中

学
校
に
も
配
布
し
て
広
め

て
い
き
た
い
。

　
あ
さ
ぎ
り
町
の
歌
に
つ
い
て

は
、
現
在
で
も
朝
の
始
業
前
等

に
学
校
で
流
し
て
い
る
。
新

バ
ー
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
今

後
、
有
効
活
用
し
た
い
。

　

記
念
事
業
と
し

て
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
取

組
み
を
計
画
し
て
あ
る
が
。

　
企
画
政
策
課
及
び
商
工
観

光
課
に
お
い
て
、
3
つ
の
目

的
を
も
っ
て
町
制
施
行
20
周

年
記
念
の
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
を
年
度
内
に
開
催
を
企

画
し
て
い
る
。
3
つ
の
目
的

は
、
①
基
本
構
想
に
あ
る
若

い
ま
ち
の
実
現
、
②
世
代
間

交
流
の
促
進
、
③
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
疎
遠
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
再
生
の
き
っ
か
け
づ

く
り
と
い
う
と
こ
ろ
を
狙
い

と
し
て
考
え
て
い
る
。

他
の
質
問

・
集
落
営
農
組
織
の
今
後
に

　
つ
い
て

問

問

教
育
課
長

町

長

町制施行20周年記念式典

デ
ジ
タ
ル
政
策
審
議
監

問

町

長
問企

画
政
策
課
長

豊
と よ な が

永　喜
き い ち

一 議員

あさぎり町誕生２０年
今後の発展を目指す

具体的な政策は

議員が町の執行部に対してさまざまな角度から町政について質問します。
※一般質問の文章については、質問者の責任に置いてそのまま記載とします。一般質問 10人が登壇
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学
校
関
係
者
等
と
の
会
議

等
、
非
常
に
新
鮮
に
感
じ
て

い
る
。
総
合
教
育
会
議
も
重

要
な
位
置
づ
け
と
し
て
考
え

て
い
る
。

　

総
合
教
育
会
議
は
、
地

方
公
共
団
体
の
長
と
教
育

委
員
会
の
対
等
な
執
行
機

関
同
士
の
協
議
、
調
整
の

場
で
あ
り
、
今
後
と
も
教

育
の
政
治
的
中
立
を
確
保

し
な
が
ら
、
首
長
と
の
連
携

の
強
化
を
図
っ
て
い
き
、
児

童
生
徒
の
教
育
活
動
等
の
継

続
的
安
定
性
そ
し
て
地
域
住

民
意
向
を
踏
ま
え
た
教
育
行

政
を
推
進
す
る
。

　

北
口
町
長
の
「
思

い
」
を
、
今
回
の
当

初
予
算
に
ど
の
よ
う
に
盛
り

込
ん
で
い
く
か
。

　
公
約
と
し
て
挙
げ
て
い
る

も
の
を
一
気
に
と
い
う
の
は

厳
し
く
、
継
続
す
べ
き
事
業

は
継
続
し
、
変
更
す
べ
き
点

は
変
更
し
て
い
く
姿
勢
で
取

り
組
む
。

　
町
長
の
所
信
表
明
の
重
点

項
目
の
例
え
ば
、
子
育
て
世

帯
・
世
代
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
等
、
財
政
規
律
の
維
持

に
留
意
し
つ
つ
、
積
極
的
に

取
り
組
む
。

　
予
算
査
定
で
は
、
重
点
項

目
に
掲
げ
る
施
策
の
選
択
肢

を
狭
め
る
こ
と
な
く
、
施
策

の
優
先
度
を
精
査
し
、
真
に

必
要
な
事
業
へ
の
選
択
と
集

中
を
徹
底
し
て
い
く
。

　
議
会
と
首
長
が
対
等

の
機
関
と
し
て
、
地

方
自
治
体
の
運
営
の
方
針
を

決
定
議
決
し
、
そ
の
執
行
を

監
視
し
、
積
極
的
な
施
策
提

案
を
行
う
、
相
互
の
抑
制
と

緊
張
関
係
を
保
つ
べ
き
だ
が

認
識
は
。

　
お
互
い
に
独
立
し
た
対
等

の
立
場
で
あ
り
、
ど
ち
ら
も

住
民
の
方
か
ら
信
任
を
受
け

て
お
り
、
お
互
い
に
協
力
し

合
い
、
牽
制
し
合
い
な
が

ら
、
町
の
発
展
の
た
め
頑

張
っ
て
い
く
こ
と
。

　

天
の
時
・
地
の

利
・
人
の
和
を
か
み

し
め
、
こ
の
よ
う
な
重
大
な

意
義
を
か
み
し
め
て
、
と
も

に
暮
ら
し
合
う
10
年
・
20
年

後
そ
し
て
50
年
後
・
１
０
０

年
後
に
向
け
、
全
力
を
傾
け

て
仕
事
に
取
り
組
む
と
の
思

い
の
中
球
磨
の
合
併
で
あ
っ

た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

素
晴
ら
し
い
も
の
を
生
か
し

切
れ
て
い
な
い
と
思
う
。

　
須
恵
地
区
で
は
、
ア
メ
リ

カ
の
民
俗
学
者
の
ジ
ョ
ン
・

Ｆ
・
エ
ン
ブ
リ
ー
さ
ん
が

日
本
の
生
活
文
化
を
調
査
さ

れ
て
い
る
。
深
田
地
区
で

は
、
合
併
時
点
で
の
ス
ポ
ー

ツ
ゾ
ー
ン
の
高
山
運
動
公
園
・

夏
祭
り
や
消
防
団
出
初
式
が

あ
る
向
町
公
園
・
国
体
が
開
催

さ
れ
た
ゴ
ル
フ
場
が
あ
る
。
岡

原
地
区
は
合
併
時
の
福
祉
ゾ
ー

ン
で
あ
り
、
社
会
福
祉
協
議
会

や
交
流
施
設
が
あ
り
、
福
祉
の

発
展
の
拠
点
づ
く
り
。
上
地
区

は
合
併
前
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
は
薬
師
の
里
ハ
ー
ブ
健
康
村

で
あ
り
、
白
髪
岳
・
谷
水
薬
師

が
あ
る
。
免
田
地
区
は
岡
留
公

園
・
お
か
ど
め
幸
福
駅
・
才
園

古
墳
か
ら
出
土
し
た
鎏
金
獣
帯

鏡
（
り
ゅ
う
き
ん
じ
ゅ
う
た
い

き
ょ
う
）
が
あ
り
、
あ
さ
ぎ
り

駅
前
の
中
心
市
街
地
が
あ
る
。

こ
れ
ら
は
地
域
活
性
化
の
た
め

に
大
事
な
も
の
で
あ
る
。
合
併

し
た
町
で
あ
る
の
で
、
バ
ラ
ン

ス
の
い
い
発
展
の
仕
方
を
目
指

し
て
い
く
。

　

町
長
と
教
育
委
員

会
が
意
思
の
疎
通
を

円
滑
に
行
う
「
総
合
教
育
会

議
」
へ
の
思
い
は
。

山
や ま ぐ ち

口　和
か ず ゆ き

幸 議員

令和６年度当初予算編成方針は

２
元
代
表
制
の
認
識
は

問町

長

財
政
課
長

問

町

長

合
併
20
年
上・岡
原・須
恵・深

田
そ
し
て
免
田
地
区
の
歴
史・

伝
統・文
化・産
業
資
源
等
生

か
す
取
り
組
み
は

問総
務
課
長
他

総
合
教
育
会
議
の
認
識

問

町

長

教
育
長

財政課の予算査定

一般質問 10人が登壇



一般質問

あさぎり町議会だより　No.78　　（10）

が
養
蚕
飼
育
所
近
く
に
、
災

害
時
に
使
用
で
き
る
土
の
う

詰
め
を
し
た
り
、
そ
の
保
管

場
所
と
な
っ
て
い
た
。
今
は

各
地
区
の
公
民
館
に
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
を
被
せ
て
保
管
し
て

い
る
所
も
あ
る
の
で
、
こ
の

場
所
を
利
用
で
き
な
い
か
。

　

防
災
担
当
、
消
防
担
当
と

協
議
を
し
、
適
地
か
確
認
を

し
て
み
た
い
。

　

解
体
中
の
上
庁

舎
、
既
に
終
っ
て
い

る
岡
原
庁
舎
、
ど
ち
ら
も
地
区

の
中
心
部
で
交
通
の
便
、
ま
た

学
校
の
通
学
に
お
い
て
も
非
常

に
い
い
条
件
で
良
い
場
所
と

思
う
。
町
長
の
所
信
表
明
の
一

つ
、
子
育
て
世
代
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
、
子
ど
も
達
が
夢
と

希
望
を
持
ち
健
や
か
に
育
つ
事

は
あ
さ
ぎ
り
町
の
未
来
で
あ
り

希
望
、
と
あ
る
。
そ
の
子
ど
も

達
の
出
生
数
も
年
々
減
少
し
て

い
る
。
少
し
で
も
少
子
化
対
策

の
一
つ
と
し
て
町
外
か
ら
定
住

す
る
よ
う
な
、
い
ろ
ん
な
条
件

つ
き
の
分
譲
、
思
い
き
っ
た
政

策
も
必
要
で
は
な
い
か
。

　

確
か
に
、
住
宅
地
に
は
非

常
に
い
い
土
地
の
条
件
だ
と

思
う
が
、
現
在
、
空
き
家
も

非
常
に
増
え
て
い
て
、
空
き

家
対
策
も
ま
ま
な
ら
な
い
状

況
で
、
新
し
い
家
を
増
や
し

て
い
く
事
も
ど
う
か
と
い
う

疑
問
も
あ
る
。
た
だ
、
子
育

て
重
視
の
住
宅
は
非
常
に
い

い
案
だ
と
は
思
う
。

他
の
質
問

・
消
防
団
、
団
員
減
少
に
対
す

　
る
考
え
、
対
策
に
つ
い
て

　
現
時
点
で
は
、
職
員
駐
車
場

に
戻
し
、
舗
装
部
分
に
関
し
て

は
活
用
を
考
え
て
い
る
。

　

現
在
、
災
害
時
に
お

け
る
防
災
資
材
や
備
品

用
品
等
、
運
送
会
社
に
年
間

３
０
０
万
円
で
倉
庫
を
借
り

て
い
る
。
そ
の
解
体
跡
地
の

一
角
に
、
仮
に
７
割
補
助
、
例

え
ば
緊
急
防
災
・
減
災
事
業

債
、
起
債
が
出
る
と
す
る
な

ら
、
今
後
30
年
40
年
先
を
考

え
た
時
、
第
二
庁
舎
は
防
災

機
能
を
兼
ね
た
建
物
な
の

で
、
そ
こ
と
連
動
し
て
近
く

に
防
災
倉
庫
を
建
て
て
は
。

　

備
蓄
品
に
つ
い
て
は
、
コ

ン
テ
ナ
か
プ
レ
ハ
ブ
倉
庫
を

各
校
区
ご
と
に
2
つ
ず
つ
分

散
し
て
備
蓄
し
た
ら
と
協
議

を
進
め
て
い
る
。

　

次
に
、
上
地
区
の
ウ

エ
ム
ラ
テ
ッ
ク
近
く

に
養
蚕
飼
育
所
が
あ
っ
た
。

解
体
後
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て

い
る
が
、
以
前
上
地
区
は
川

北
が
武
道
館
近
く
に
、
川
南

　
あ
さ
ぎ
り
町
が
合
併

し
て
20
年
。
今
ま
で
い

ろ
ん
な
事
業
が
行
わ
れ
て
き

た
。
そ
の
中
で
令
和
5
年
度

ま
で
、
合
併
特
例
債
を
使
っ

て
の
解
体
事
業
が
と
り
行
わ

れ
て
い
る
。
以
前
か
ら
特
別

委
員
会
で
解
体
後
の
跡
地
の

利
用
の
質
問
を
し
て
も
、
解

体
あ
り
き
で
協
議
も
な
く
解

体
作
業
に
入
っ
て
し
ま
っ
た

と
思
う
が
。

　

確
か
に
、
何
に
跡
地
を

利
用
す
る
の
か
と
い
う
の

を
決
め
た
上
で
の
解
体
と

い
う
の
が
本
来
の
筋
だ
と

思
う
が
、
現
時
点
で
は
旧
庁

舎
跡
地
の
利
用
に
つ
い
て
は

整
備
計
画
が
な
い
、
と
い
う

状
況
。
た
だ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
区
で
中
心
部
に
あ
っ
た
土

地
な
の
で
喫
緊
の
課
題
と
し

て
捉
え
て
い
る
。

　
東
庁
舎
跡
地
、
農
村

女
性
の
家
跡
地
は
、
か

な
り
広
い
面
積
、
こ
の
利
用

に
つ
い
て
は
。

問町

長
問

町

長

町

長

問

小
こ い で

出　高
た か あ き

明 議員

合併特例債で解体した
施設跡地の利用は

町

長
問

問

町

長

旧庁舎等解体後の跡地
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総
務
省
通
達
で

は
、
合
併
し
た
団
体

や
過
疎
地
域
に
お
い
て
公
共
施

設
統
廃
合
の
難
航
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
議
会

や
住
民
へ
の
十
分
な
情
報
提

供
を
行
い
つ
つ
早
急
に
適
正

管
理
の
取
組
を
進
め
る
よ
う

に
と
あ
る
。
厳
し
さ
を
増
し

て
い
く
過
疎
自
治
体
に
あ
っ

て
、
地
区
の
活
動
拠
点
強
化

や
区
の
再
編
な
ど
を
さ
ら
に

一
歩
前
進
さ
せ
る
た
め
ど
う

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　

合
併
特
例
債
の
関
係
で
旧

庁
舎
ほ
と
ん
ど
が
解
体
と

な
っ
て
い
る
が
、
跡
地
利
用

を
真
剣
に
考
慮
し
な
が
ら
解

体
等
に
つ
い
て
進
め
て
い
き

た
い
。

他
の
質
問

・
あ
さ
ぎ
り
駅
前
施
設
ト
ラ

　

イ
ア
ル
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ

　
に
つ
い
て

　
旧
５
か
町
村
の
合
併

か
ら
20
年
が
経
過
し

た
。
町
は
『
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
』
に
よ
り
様
々

な
施
設
の
解
体
除
去
工
事
を

進
め
て
い
る
が
、
人
口
減
少

や
高
齢
化
の
た
め
に
各
地
区

の
統
合
も
視
野
に
入
れ
な

が
ら
防
災
の
観
点
も
踏
ま
え

て
、
各
公
民
館
の
建
て
替
え

や
改
修
も
並
行
し
て
実
施
し

て
き
た
。
令
和
３
年
度
の
全

国
公
民
館
数
は
統
合
や
廃
止

な
ど
で
１
万
３
，
７
９
８
館

と
な
っ
て
お
り
、
利
活
用
す

る
人
口
や
使
用
頻
度
も
年
々

減
少
傾
向
に
あ
り
、
こ
れ
ま

で
の
公
民
館
の
在
り
方
を
再

検
討
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
に
移
行
す
る
傾
向
も

強
ま
っ
て
い
る
。
町
内
各
地

区
の
公
民
分
館
の
呼
び
名
も

様
々
あ
る
が
そ
の
理
由
は
。

　
町
内
67
の
公
民
分
館
の
呼
び

名
、
名
称
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
や
農
事
研
修
セ
ン

タ
ー
な
ど
あ
る
が
、
建
設
時
に

補
助
事
業
等
を
活
用
し
た
関
係

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
看
板
が
掲
げ

ら
れ
て
い
る
。

　

町
所
有
の
約
16
カ
所

の
公
民
分
館
を
認
可
地

縁
団
体
（
行
政
区
）
に
譲
渡

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が

そ
の
進
捗
状
況
は
。

　

現
在
３
分
館
が
認
可
地
縁

団
体
と
し
て
設
立
済
み
と

な
っ
て
お
り
、
登
記
の
手
続

中
ま
た
は
完
了
待
ち
の
状
況

で
あ
る
。

　
上
校
区
公
民
館
は
築

55
年
と
老
朽
化
し
て
い

る
が
、
防
災
な
ど
の
観
点
か

ら
耐
震
費
用
を
含
め
た
改
修

を
す
る
場
合
の
費
用
は
。

　

議
場
と
上
校
区
公
民
館
の

面
積
に
個
別
施
設
費
計
画
に

お
け
る
大
規
模
改
修
の
際
の

更
新
費
用
の
基
本
単
価
を
乗

じ
て
算
出
し
、
令
和
３
年
度

の
住
民
説
明
会
に
お
い
て
は

２
億
４
，
５
０
０
万
円
と
説

明
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
耐

震
診
断
設
計
、
耐
震
改
修
費

用
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　
こ
の
数
年
間
で
、
国

内
の
食
糧
費
や
燃
料

費
、
建
設
資
材
費
な
ど
私
た

ち
の
生
活
を
取
り
巻
く
全
て

の
物
価
が
高
騰
を
続
け
て
い

る
。
現
在
な
ら
ば
費
用
は
か

な
り
上
が
る
と
予
測
で
き
る

が
、
解
体
を
す
る
場
合
の
現

在
の
積
算
は
。

　

解
体
費
用
は
令
和
４
年
９

月
の
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
調
査
特
別
委
員
会
で
示

し
た
と
お
り
、
ア
ス
ベ
ス

ト
、
解
体
設
計
、
解
体
費

用
に
か
か
る
総
額
が
当
時
で

４
，
０
５
２
万
９
，
０
０
０

円
の
概
算
で
あ
る
。

問 問

問

問

町

長

教
育
課
長

難
な ん ば

波　文
あ や み

美 議員

将来を見据えた
公共施設の現状は

財
政
課
長

教
育
課
長

財
政
課
長

問

築55年となった議会棟（旧上公民館）
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電
力
の
価
格
は
下
が
る
事

に
な
っ
て
お
り
、
町
民
の
負

担
が
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
で

事
業
を
進
め
て
い
く
。

　
集
中
豪
雨
の
た
び
に

土
砂
流
出
は
想
像
を
絶

す
る
。
そ
の
要
因
は
森
林
伐

採
・
搬
出
の
た
め
の
作
業
道

だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
森
林

整
備
計
画
に
即
し
た
方
法
と

な
っ
て
い
る
の
か
。

　

球
磨
中
央
森
林
組
合
が

常
々
指
導
は
し
て
い
る
と
の

事
だ
が
、
現
状
を
見
た
時
に

排
水
対
策
・
分
散
排
水
、
溝

切
り
と
か
他
に
も
方
法
が
あ

る
と
思
う
が
、
や
は
り
不
備

が
あ
る
。
今
後
は
、
分
散
排
水

等
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

　
整
備
計
画
に
も
あ
る

が
傾
斜
度
の
高
い
と
こ

ろ
は
、
架
線
索
道
に
変
え
る

べ
き
で
は
な
い
か
。
そ
の
た

め
に
は
技
術
者
育
成
が
必
要

と
な
る
が
、
森
林
環
境
譲
与

税
を
活
用
で
き
る
の
で
は
な

い
か
。

　

林
業
の
未
来
や
今
後
の
気

象
変
動
に
よ
る
激
甚
災
害
被

害
を
考
え
る
と
、
林
業
の
施

業
方
法
の
見
直
し
と
い
う
の

は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考

え
る
。
人
材
育
成
に
つ
い
て

は
林
業
大
学
卒
業
者
に
対
す

る
補
助
制
度
を
設
け
て
い

る
。
今
後
、
関
係
す
る
事
業

体
・
県
も
合
わ
せ
た
所
で
架

線
集
材
が
ど
の
よ
う
に
し
た

ら
推
進
で
き
る
か
意
見
交
換

等
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

他
の
質
問

・
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備

　

後
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上

　
に
つ
い
て

・
指
定
避
難
所
の
空
調
整
備

　

及
び
洋
式
ト
イ
レ
整
備
に

　
つ
い
て

　
簡
易
型
の
竹
炭
機
（
15
万
円

程
度
）
を
２
台
か
ら
３
台
を

購
入
し
現
在
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
２
名
に
作
業
を
し
て

も
ら
う
。
バ
イ
オ
炭
の
取
り

組
み
は
単
独
事
業
で
計
画
し

て
い
る
。

　
令
和
５
年
度
か
ら
先

行
し
て
岡
原
・
深
田
を

対
象
に
太
陽
光
発
電
事
業
が

実
施
さ
れ
る
。
先
行
地
域
外
と

の
間
に
不
公
平
が
な
い
よ
う
に

取
り
組
む
事
が
重
要
だ
が
。

　

太
陽
光
パ
ネ
ル
、
蓄
電
池

を
民
間
事
業
者
の
方
で
設
置

い
た
だ
く
。
先
行
地
域
以
外

に
も
町
内
で
供
給
さ
れ
る
電

力
の
売
り
上
げ
の
１
％
を
財

源
と
し
て
先
行
地
域
20
戸
程

度
、
地
域
外
も
20
戸
程
度
設

置
を
計
画
し
て
い
る
。

　
町
民
の
負
担
が
伴
う

よ
う
で
は
推
進
で
き
な

い
。
設
置
し
た
ら
得
に
な
る
よ

う
な
事
業
に
す
べ
き
だ
が
。

　
放
置
竹
林
が
バ
イ
オ

炭
（
竹
炭
）
と
し
て
活

用
さ
れ
れ
ば
竹
林
が
よ
み
が

え
り
地
域
の
活
性
化
に
結
び

付
く
の
で
は
な
い
か
。

　
バ
イ
オ
炭
に
つ
い
て
は
、
脱

炭
素
先
行
地
域
に
指
定
さ
れ

た
計
画
の
中
に
あ
る
。
農
地

へ
の
使
用
に
つ
い
て
は
土
壌

の
透
水
性
、
保
水
性
、
通
気

性
の
改
善
な
ど
の
効
果
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
一
か

ら
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
り
先
進

事
例
等
を
参
考
に
県
農
業
試

験
場
の
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
。

　
具
体
的
な
計
画
と
、
バ

イ
オ
炭
に
係
る
事
業
費
は

交
付
金
が
あ
て
ら
れ
る
の
か
。

問

農
林
振
興
課
長

問

溝
み ぞ ぐ ち

口　峰
み ね お

男 議員

放置竹林を活用した
バイオ炭（竹炭）製造は

利活用が望まれる放置竹林

町

長
問

企
画
政
策
課
長

太
陽
光
発
電
事
業
は

不
公
平
に
な
ら
な
い
よ
う
に

企
画
政
策
課
長

問

企
画
政
策
課
長

森
林
伐
採・搬
出
の
た
め
の

作
業
道
の
見
直
し
を

問問

農
林
振
興
課
長

多量の雨水によってできた作業道の溝
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一
般
社
団
法
人
の
集

落
営
農
も
全
国
事
例
が

あ
る
が
（
一
社
）
農
業
支
援

セ
ン
タ
ー
に
機
能
を
持
た
せ

る
考
え
は
な
い
か
。

　
今
後
の
参
考
に
し
た
い
。

　
あ
さ
ぎ
り
町
原
油
物

価
高
騰
対
策
本
部
設
置

要
綱
が
あ
る
が
、
町
民
に
及

ぼ
す
影
響
調
査
は
な
さ
れ
て

い
る
か
。

　

具
体
的
な
調
査
は
行
っ
て

い
な
い
。

　

現
状
を
知
る
事
が
一
番
大

切
だ
と
思
う
。
そ
う
い
う
機

会
等
を
設
け
て
対
処
し
て
い

き
た
い
。

　
あ
さ
ぎ
り
地
区
に
あ

る
23
の
集
落
営
農
組
合

を
一
つ
の
集
落
生
産
組
合
に

統
合
す
る
協
議
が
進
め
ら
れ

て
い
る
が
、
機
械
利
用
組
合

は
今
ま
で
統
合
前
の
集
落

で
の
活
動
が
想
定
さ
れ
て

い
る
。
集
落
営
農
の
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
が
農

業
機
械
の
共
同
利
用
だ
っ
た

が
、
今
後
は
こ
れ
ら
農
機
具

の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
、
高
齢

化
や
担
い
手
不
足
で
集
落
営

農
の
継
続
が
危
う
い
の
で
は

な
い
か
。
統
合
も
組
織
再

編
上
、
一
つ
の
方
法
と
思
う

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
の
農

業
も
環
境
も
食
糧
安
全
保
障

上
、
重
要
な
装
置
で
あ
り
、
将

来
に
わ
た
り
、
維
持
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
幸
い
、
あ
さ

ぎ
り
町
に
は
あ
さ
ぎ
り
地
域
づ

く
り
協
同
組
合
、
農
業
支
援
セ

ン
タ
ー
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
、
受
託
組
織
（
法
人
も
含

む
）
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
機
能

の
特
徴
を
活
か
し
、
集
落
営
農

組
合
と
連
携
し
、
将
来
の
集
落

営
農
の
あ
り
方
を
構
築
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　

あ
さ
ぎ
り
町
の
基
幹
産
業

で
あ
る
農
業
を
維
持
し
て
い

く
こ
と
は
、
今
後
あ
さ
ぎ
り

町
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
と

捉
え
て
い
る
。
集
落
営
農
組

織
や
法
人
組
織
の
役
割
も
重

要
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。

ま
た
農
家
の
減
少
、
従
事
者

の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
等

の
構
造
的
課
題
か
ら
農
業

支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
役
割
も

益
々
大
き
く
な
っ
て
い
く
と

思
う
。
現
在
、
集
落
営
農
組

織
に
つ
い
て
再
編
と
い
う

こ
と
で
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、
須
恵
地
区
に
お
い
て

は
、
法
人
化
の
協
議
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
今
後
動
向
を

見
極
め
な
が
ら
対
策
支
援
を

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　
あ
さ
ぎ
り
地
域
づ
く

り
協
同
組
合
か
ら
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
を
派
遣
す
る
に

は
、
法
人
で
な
け
れ
ば
受
け

ら
れ
ず
法
人
化
は
急
ぐ
べ
き

課
題
。
別
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で

法
人
化
を
検
討
す
る
と
言
わ

れ
た
が
、
具
体
的
に
ど
の
様

な
事
か
。

　

今
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た

集
落
営
農
組
織
を
そ
の
ま
ま

法
人
化
す
る
と
い
う
考
え
で

な
く
、
法
人
組
織
が
絶
対
的

に
必
要
で
あ
る
と
い
う
結
論

を
農
家
に
強
く
持
っ
て
も
ら

う
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。

問

農
林
振
興
課
長

問

町

長
問

町

長

小
こ み た

見田　和
かずゆき

行 議員

集落営農組織の今後の展開と
地域農業の維持は

農
林
振
興
課
長

物
価
高
止
ま
り
が
及
ぼ
す

町
民
生
活
へ
の
影
響
調
査

対
策
は

問企
画
政
策
課
長

オペレーターの高齢化が進む集落営農組織
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う
か
。
携
帯
は
激
し
く
鳴
り

響
き
、
遠
く
の
空
か
ら
響
く

緊
急
放
送
の
ア
ラ
ー
ム
と
ア

ナ
ウ
ン
ス
が
心
臓
を
び
び
ら

せ
る
」
ミ
サ
イ
ル
発
射
の
発

令
直
後
に
岡
原
出
身
の
方
が

沖
縄
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
さ

れ
た
。
い
つ
誰
が
ど
こ
に
い

る
時
に
起
こ
る
か
わ
か
ら
な

い
災
害
。
今
の
町
の
防
災
計

画
の
内
容
と
各
地
区
の
進
捗

状
況
は
。

　

町
に
は
、
あ
さ
ぎ
り
町
地

域
防
災
計
画
が
あ
り
、
毎
年

時
々
に
応
じ
て
修
正
を
行
っ

て
い
る
。
内
容
は
火
災
予
防

計
画
・
災
害
応
急
対
策
計
画

で
１
８
６
ペ
ー
ジ
に
も
わ

た
っ
て
い
る
。
地
区
防
災
計

画
は
作
成
済
が
４
地
区
、
作

成
中
が
４
地
区
の
８
地
区
。

　

12
月
６
日
県
内
の

福
祉
施
設
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
仲
間
と
球
磨
村
に
行

き
、
中
渡
防
災
管
理
監
の
話

を
聞
き
、
情
報
伝
達
の
話
の

中
で
、
防
災
無
線
が
使
用
不

能
・
衛
星
無
線
も
使
用
制
約

と
い
う
中
で
、
ア
マ
チ
ュ
ア

無
線
が
活
躍
し
た
報
告
が

あ
っ
た
。
町
と
し
て
も
活
用

で
き
な
い
か
。

　

町
で
も
で
き
る
部
分
は
積

極
的
に
活
用
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
。
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

に
つ
い
て
も
そ
の
方
々
の
意

見
等
を
聞
い
て
み
た
い
。
橋

本
危
機
管
理
監
の
在
任
中

に
、
出
来
る
だ
け
多
く
の

地
区
の
防
災
計
画
を
作
り
上

げ
、
今
後
の
課
題
と
し
て
住

民
の
高
齢
化
問
題
も
併
せ
て

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
11
月
21
日
北
朝
鮮
か

ら
衛
星
と
称
す
る
弾

道
ミ
サ
イ
ル
が
沖
縄
方
面
に

向
け
発
射
さ
れ
、
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
が
発
動
さ
れ
た
。
自
然
災

害
等
も
併
せ
「
い
つ
・
ど
こ

で
・
誰
が
」
が
不
明
確
な
状

況
で
の
災
害
の
発
生
に
対
し

「
私
た
ち
は
身
を
守
る
た
め

に
何
が
で
き
る
の
か
」
地
域

防
災
力
ア
ッ
プ
の
具
体
的
な

進
捗
状
況
と
住
民
の
今
後
の

意
識
啓
発
に
つ
い
て
問
う
。

　
世
界
情
勢
か
ら
見
る
と
紛
争

や
軍
事
力
の
脅
威
や
中
国
と
台

湾
の
関
係
等
が
、
ま
た
自
然
災

害
で
は
熊
本
地
震
、
７
月
豪
雨

災
害
や
昨
年
の
台
風
、
今
後

想
定
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ

フ
地
震
や
人
吉
球
磨
南
縁
断

層
等
非
常
に
心
配
さ
れ
る
と

こ
ろ
。
町
で
は
令
和
２
年
８

月
か
ら
危
機
管
理
監
を
迎
え

専
門
的
見
地
を
活
か
し
、
災

害
対
応
へ
の
備
え
を
実
践
し

て
き
て
い
る
と
こ
ろ
。

　
「
空
襲
警
報
は
こ
ん

な
感
じ
だ
っ
た
の
だ
ろ

問問

問

　
今
上
村
焼
の
貴
重
な

窯
跡
が
上
地
区
の
個
人

宅
敷
地
内
で
大
事
に
保
管
さ

れ
て
い
る
。
町
内
に
唯
一
残

る
窯
跡
は
焼
き
物
以
上
に
価

値
を
伝
え
る
重
要
な
も
の
で

あ
る
。
本
当
に
今
保
管
し
な

け
れ
ば
朽
ち
て
し
ま
う
現
状

を
ど
う
思
う
か
。

　

放
置
さ
れ
た
文
化
財
が
ま

だ
各
地
に
残
っ
て
い
る
の
で

は
と
感
じ
て
い
る
。

問

町

長

加
か が や ま

賀山　瑞
み つ こ

津子 議員

多様な災害から
身を守るための取り組みは

町

長

総
務
課
長

早
急
な
対
処
が
望
ま
れ
る

上
村
焼
窯
跡
の
修
復
保
存

町

長

早急な修復が望まれる上村焼き窯跡

防災意識の拡大、充実を
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欲
し
い
言
っ
て
も
そ
う
い
う
滞

在
時
間
を
保
て
る
よ
う
な
観

光
施
設
と
い
う
の
は
、
ま
だ

ま
だ
乏
し
い
か
と
思
う
。
今

の
段
階
に
お
い
て
は
、
ま
だ

人
吉
球
磨
連
携
し
て
進
め
る

べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　

改
め
て
光
基
盤
の

整
備
の
状
況
に
つ
い

て
、
町
民
に
分
か
り
や
す
い

説
明
を
。

　

こ
の
度
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
熊

本
支
店
を
選
定
す
る
に
至
っ

た
。
令
和
８
年
３
月
ま
で
に

町
内
全
域
で
の
光
基
盤
整
備

を
実
施
し
、
同
年
４
月
か
ら

町
内
全
域
で
の
サ
ー
ビ
ス
提
供

を
可
能
に
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
麓
城
跡
に
は
県
内
外

か
ら
多
く
の
観
光
客

が
紅
葉
を
楽
し
む
た
め
に
訪

れ
、
特
に
コ
ロ
ナ
明
け
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
例
年
に
な

く
県
外
か
ら
の
観
光
客
が
多

く
訪
れ
て
い
た
。
観
光
客
が

多
く
訪
れ
た
時
期
に
も
か
か
わ

ら
ず
工
事
は
な
ぜ
こ
の
時
期
に

行
わ
れ
た
の
か
。

　

麓
城
跡
に
つ
い
て
は
、
担

当
課
で
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

紅
葉
の
状
況
を
発
信
し
、
電

話
で
の
問
い
合
わ
せ
も
非
常

に
多
い
。
あ
さ
ぎ
り
町
に
は

谷
水
薬
師
の
ほ
か
、
た
く
さ

ん
の
日
本
遺
産
な
ど
観
光
資

源
が
あ
る
の
で
、
そ
の
魅
力

が
発
信
で
き
る
よ
う
な
整

備
を
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。

　

工
事
に
つ
い
て
は
、
道
路

改
良
の
計
画
が
あ
り
時
期
等

に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
諸

事
情
が
あ
っ
た
と
伺
っ
て
い

る
。
11
月
18
日
か
ら
11
月
26

日
ま
で
、
こ
の
期
間
に
つ
い

て
は
、
工
事
を
一
旦
別
の
場

所
を
行
っ
て
も
ら
い
紅
葉
の

一
番
見
頃
の
期
間
に
は
開
放

し
て
も
ら
っ
た
。

　
谷
水
薬
師
駐
車
場
の

ト
イ
レ
の
一
部
が
和
式

で
、
女
性
か
ら
和
式
は
使
い
づ

ら
い
と
聞
い
て
い
る
。
ま
た
男

子
ト
イ
レ
も
開
放
的
過
ぎ
て
外

か
ら
見
え
る
。
観
光
地
で
あ
る

の
で
速
や
か
に
対
応
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
駐
車
場
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て

は
地
区
か
ら
も
要
望
書
が
上

が
っ
て
お
り
、
改
修
を
す
る
と

こ
ろ
で
計
画
し
て
い
る
。

　
優
先
順
位
を
つ
け
た
上
で
の

計
画
に
な
っ
て
い
く
の
で
そ
こ

を
踏
ま
え
た
と
こ
ろ
で
計
画
を

作
成
し
て
い
き
た
い
。

　
あ
さ
ぎ
り
町
の
主
要

な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
あ

る
が
、
残
念
な
こ
と
に
町
内
の

主
要
案
内
板
等
が
設
置
さ
れ
て

お
ら
ず
せ
っ
か
く
あ
さ
ぎ
り
町

に
来
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
町

内
の
各
所
等
の
お
知
ら
せ
が
で

き
な
い
の
は
、
も
っ
た
い
な

い
。
若
い
人
達
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
見
て
行
き
先
を
決
め
た

り
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
こ

と
を
や
っ
て
い
く
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
限
ら
ず
そ

う
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
で
有
効

な
も
の
が
あ
れ
ば
、
そ
ち
ら

の
方
を
活
用
し
た
取
り
組
み

を
次
年
度
以
降
取
り
組
ん
で

い
く
。　

人
吉
球
磨
に
は
観
地

協
が
あ
る
が
他
の
町
村

で
は
、
観
光
協
会
を
設
置
し

独
自
観
光
資
源
の
活
用
を
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
る
が
、
あ

さ
ぎ
り
町
で
も
取
り
組
む
べ

き
で
は
。

　
観
光
は
、
や
は
り
あ
さ
ぎ
り

町
単
独
で
は
非
常
に
難
し
い
。

ま
た
あ
さ
ぎ
り
町
に
滞
在
し
て

問

問

町

長

問

橋
は し も と

本　誠
まこと

 議員

観光資源の有効活用は

商
工
観
光
課
長

商
工
観
光
課
長

商
工
観
光
課
長

問町

長

デ
ジ
タ
ル
政
策
審
議
監

光
基
盤
整
備
の
状
況
に
つ
い
て

問

谷水薬師駐車場トイレ
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上
昇
に
向
け
て
農
作
物
の
組
合

せ
や
商
工
業
の
加
入
促
進
を
行

い
、
年
間
を
通
じ
て
安
定
し
た

稼
働
率
に
な
る
よ
う
に
努
力
し

て
い
く
。

　
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

の
現
状
は
。

　

現
在
職
員
７
名
、
パ
ー
ト

15
名
程
度
で
、
農
作
業
ヘ
ル

パ
ー
事
業
が
２
５
７
件
。
ラ

ジ
コ
ン
バ
ッ
ク
ホ
ウ
型
を
含

む
ア
ー
ム
型
草
払
い
機
の
受

注
件
数
が
１
２
１
件
。
ウ
ッ

ド
チ
ッ
パ
ー
事
業
が
33
件
。

そ
の
他
、
多
面
的
機
能
支
払

い
交
付
金
事
業
と
中
山
間
直

接
支
払
い
交
付
金
事
業
の
事

務
、
９
３
０
万
円
程
度
の
黒
字

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

雇
用
す
る
側
か
ら

す
れ
ば
、
同
じ
よ
う
な

事
業
所
だ
と
思
う
の
だ
が
、

将
来
に
向
け
た
方
向
性
は
。

　

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
と
特

定
地
域
づ
く
り
協
同
組
合
と

も
労
働
力
の
確
保
と
い
う
と

こ
ろ
で
は
共
通
す
る
の
だ

が
、
特
定
地
域
づ
く
り
協
同

組
合
は
人
材
派
遣
と
人
材
育

成
を
追
求
し
て
い
く
も
の
だ

と
思
っ
て
い
る
。
今
後
、
両

事
業
所
と
も
需
要
は
大
き
く

な
る
と
思
う
の
で
、
町
と
し

て
今
後
と
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

を
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
町
と
商
工
会
と
株
式

会
社
ラ
イ
ト
ラ
イ
ト
が

町
内
商
工
業
の
事
業
継
続
に

向
け
て
事
業
承
継
事
業
の
推

進
に
取
り
組
む
業
務
提
携
を

交
わ
し
て
い
る
が
、
町
長
の

見
解
を
伺
う
。

　

商
工
業
や
農
業
に
お
い

て
、
従
来
は
自
分
の
子
供
や

親
族
あ
る
い
は
信
頼
で
き
る
部

下
な
ど
に
経
営
を
継
承
し
て
い

た
が
、
近
年
で
は
後
継
者
が
見

つ
か
ら
な
い
ま
ま
、
休
業
ま
た

　
特
定
地
域
づ
く
り
協

同
組
合
の
現
状
と
将
来

へ
の
計
画
は
。

　

現
在
農
業
を
軸
と
し
た
組

合
員
８
名
で
、
職
員
は
事
務

局
長
１
名
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
２
名
、
マ
ル
チ
ワ
ー

カ
ー
３
名
で
、
現
在
の
稼
働

率
が
76
・
２
％
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
、
派
遣
業
務
を
通

じ
て
担
い
手
を
育
成
、
後
に
後

継
者
と
し
て
の
自
立
を
考
え
て

い
る
の
で
、
マ
ル
チ
ワ
ー
カ
ー

は
２
０
３
０
年
度
ま
で
に
10
人

に
増
員
す
る
計
画
を
立
て
て
い

る
。
ま
た
、
今
後
、
稼
働
率
の

問

問

問

は
廃
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
事
業
者
が
増
え
て
き
て

い
る
。
そ
こ
で
、
町
と
し
て

も
事
業
承
継
を
目
的
に
、
商

工
会
と
民
間
事
業
者
と
町
と

の
業
務
提
携
を
行
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
商
工
業
者
の
後
継
者

の
現
状
と
、
親
族
以
外

の
第
三
者
が
事
業
承
継
し
た
場

合
の
優
遇
策
は
あ
る
の
か
。

　

令
和
４
年
度
に
実
施
し

た
、
３
２
２
の
事
業
所
に
対

す
る
事
業
承
継
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
後
継
者
が
決
ま
っ
て
い

な
い
事
業
者
が
53
％
、
60
歳

以
上
の
代
表
者
の
事
業
所
が

49
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

事
業
に
よ
り
事
業
承
継
さ
れ

る
場
合
に
は
、
町
と
し
て
も
何

ら
か
の
優
遇
策
を
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

問

問

永
な が い

井　英
え い じ

治 議員

特定地域づくり協同組合と
農業支援センターの将来は

企
画
政
策
課
長

農
林
振
興
課
長

町

長

商
工
事
業
者
の
事
業
承
継
は

町

長

商
工
観
光
課
長

マルチワーカーによるニンニクの植え付け作業
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の
を
原
則
と
し
て
、
施
設
の

統
合
整
理
や
複
合
化
等
に

よ
っ
て
、
機
能
を
維
持
し
つ

つ
、
施
設
の
総
量
の
縮
減
を

公
共
施
設
個
別
施
設
計
画
で

掲
げ
て
い
る
の
で
、
第
３
次

総
合
計
画
の
施
策
に
も
盛
り

込
み
進
め
て
い
く
。

　
上
校
区
公
民
館
を
存

続
さ
せ
る
要
望
書
に
つ

い
て
今
後
の
方
向
性
は
。

　

要
望
書
を
も
と
に
話
し
合

い
を
持
つ
。

　
県
内
に
、
３
町
村
が

助
成
金
を
出
し
て
い
る

が
町
の
方
向
性
は
。

　

各
自
治
体
の
状
況
を
確
認

し
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

　
旧
上
庁
舎
跡
は
ヘ
ル

シ
ー
ラ
ン
ド
と
一
体

と
な
っ
た
整
備
計
画
を
早
急

に
決
め
る
必
要
が
あ
り
、
大

災
害
時
の
仮
設
住
宅
、
そ
の

後
の
災
害
住
宅
を
建
て
る
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
は
。

　

防
災
計
画
の
中
で
、
免
田

総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ン

ド
、
上
総
合
運
動
公
園
グ
ラ

ン
ド
、
旧
岡
原
中
学
校
グ
ラ

ン
ド
、
須
惠
文
化
ホ
ー
ル
駐

車
場
、
高
山
運
動
公
園
駐

車
場
、
永
才
運
動
公
園
駐
車

場
、
永
才
運
動
公
園
が
あ
る
。

　
若
者
の
移
住
定
住
に
向

け
た
住
宅
の
計
画
は
。

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
、
新
築
の

助
成
等
を
実
施
、
ま
た
定
住
奨

励
金
を
実
施
し
て
い
る
。

　
五
木
村
に
は
全
天
候

型
の
大
屋
根
広
場
が
あ

り
、
雨
の
日
で
も
安
心
し
て

遊
べ
る
居
場
所
が
あ
る
。
近

年
で
は
夏
日
の
増
加
に
よ
る

熱
中
症
リ
ス
ク
や
、
様
々
な

事
故
・
犯
罪
に
も
巻
き
込
ま

れ
る
リ
ス
ク
も
顕
在
し
て
お

り
、
い
つ
で
も
安
心
安
全
に

遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
公
園
と
い

う
よ
う
な
こ
と
で
、
全
天
候
型

の
遊
び
場
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ

て
い
る
と
い
う
事
だ
が
。

　

需
要
・
維
持
管
理
も
考
え

て
検
討
し
、
学
童
保
育
も
居

場
所
の
一
つ
だ
と
捉
え
て
い

る
の
で
、
総
合
的
に
勘
案
し

検
討
し
て
い
く
。

　
合
併
前
後
の
重
要
書

類
・
文
化
財
・
古
民
具

の
保
存
の
現
状
は
。

　

寄
贈
の
上
村
焼
に
つ
い
て

は
、
保
存
は
し
て
あ
る
が
活

用
が
出
来
て
い
な
い
。
収
蔵

庫
は
あ
る
が
収
ま
り
き
れ
な

い
。
一
括
展
示
の
希
望
・
要

望
は
あ
る
が
現
在
段
ボ
ー
ル
に

入
れ
て
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に

保
管
し
て
い
る
。
寄
贈
元
と
相

談
し
、
是
非
有
効
活
用
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
。

　
旧
岡
原
庁
舎
解
体
後

の
方
向
性
は
。

　

公
共
施
設
の
新
規
整
備
は

必
要
最
小
限
に
抑
え
る
。
施

設
を
更
新
す
る
場
合
は
、
複

合
施
設
を
検
討
す
る
と
い
う

問問

町

長

町

長

問 問

皆
みなごし

越　てる子
こ

 議員

旧上庁舎・旧岡原庁舎
解体後の利活用は

医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
の

購
入
助
成
金
に
つ
い
て

総
務
課
長

問

教
育
課
長

財
政
課
長

問財
政
課
長

問健
康
推
進
課
長

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に

つ
い
て

五木村にある五木源パーク（平成27年３月完成）
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〇
10
月
26
日
（
木
）

視
察
研
修

宇
城
市
小
川
支
所
内
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
と

デ
ジ
タ
ル
拠
点
「
う
き
の
ば
」

※
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
や
デ
ジ
タ
ル

デ
ィ
バ
イ
ド
の
解
消
な
ど
の
地
域

課
題
の
解
決
に
向
け
、
小
川
支
所

内
に
ゲ
ー
ム
用
パ
ソ
コ
ン
10
台
・

小
型
ド
ロ
ー
ン
・
バ
ー
チ
ャ
ル
サ

イ
ク
リ
ン
グ
マ
シ
ン
・
Ｖ
Ｒ
等
を

整
備
し
、
い
つ
で
も
誰
で
も
ｅ
ス

ポ
ー
ツ
が
体
験
で
き
る
施
設
。

美
里
町
「
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
で

い
い
里
づ
く
り
事
業
」

①
高
齢
者
を
対
象
に
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
て
介
護
予
防
や
生
き
が
い
づ

く
り
。

②
学
生
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実
と
と

も
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
塾
を
開
催
。

③
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
や
生
涯
学

習
講
座
で
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
実
施
さ

れ
、
町
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
向

上
を
図
る
。

〇
10
月
27
日
（
金
）

視
察
研
修

熊
本
地
震
震
災
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

（
南
阿
蘇
村
）

　

死
者
２
７
２
名
、
家
屋
約
20
万
棟
が

被
害
を
受
け
た
２
０
１
６
年
4
月
の
熊

本
地
震
。

　

そ
の
経
験
と
教
訓
を
風
化
さ
せ
る
こ

と
な
く
後
世
に
伝
え
、
今
後
の
防
災
に

役
立
て
る
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
、
語
り
部
の
案
内
の

も
と
地
質
学
的
な
地
震
の
構
造
か
ら
震

災
後
の
復
旧
復
興
の
事
ま
で
を
研
修
。

〇
11
月
21
日
（
火
）

（
商
工
観
光
課
）

①
産
業
用
地
分
譲
条
例
の
一
部
を
改

　

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
深
田
西
の
迫
に
あ
る
産
業
用
地
を
売

却
し
た
場
合
、
現
存
す
る
企
業
へ
の
進

入
路
を
確
保
す
る
た
め
に
用
地
を
分
筆

し
、
分
譲
面
積
を
変
更
す
る
も
の
。

　
分
筆
し
た
山
側
の
法
面
も
売
却

し
た
方
が
よ
い
の
で
は
。

　

で
き
れ
ば
平
地
と
一
緒
に
売
却

し
た
い
。

（
会
計
課
）

②
公
金
に
お
け
る
口
座
振
替
手
数
料
の

　
有
料
化
へ
の
対
応

　
内
国
為
替
制
度
運
営
費
の
導
入
に
よ

り
、
金
融
機
関
間
の
手
数
料
が
現
在
無

料
で
あ
る
も
の
が
、
令
和
６
年
10
月
か

ら
有
料
へ
と
変
更
に
な
る
も
の
で
、
令

和
4
年
度
の
実
績
に
基
づ
き
試
算
さ
れ

た
本
町
の
年
間
事
業
費
の
推
計
は
、
約

８
４
５
万
円
と
な
り
、
現
時
点
で
は
全

額
が
町
の
一
般
財
源
で
賄
わ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
。

（
企
画
政
策
課
）

③
テ
レ
ワ
ー
ク
施
設
条
例
の
制
定
に

　

つ
い
て

　

新
た
に
テ
レ
ワ
ー
ク
拠
点
施
設
を
設

置
す
る
た
め
、
事
業
内
容
や
使
用
料
等

を
条
例
で
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
に
制
定
す
る
も
の
。

　
テ
レ
ワ
ー
ク
施
設
工
事
の
進
捗

状
況
は
。

　

第
１
期
工
事
は
終
了
し
て
い

る
。
2
期
工
事
も
６
年
度
以
降
少
し
で

も
有
利
な
財
源
で
工
事
を
進
め
た
い
。

　
人
吉
市
に
あ
る
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
は
「
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
働
き
た

い
」
ラ
ン
キ
ン
グ
で
全
国
1
位
に
な
っ

た
と
聞
く
の
で
そ
こ
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
名
称
も
柔
ら
か
い
イ
メ
ー
ジ
の
名

称
に
で
き
な
い
か
。

　

名
称
も
含
め
、
良
い
と
こ
ろ
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
情
報
発
信
に
努
め

た
い
。

答 問

答問答

デジタル拠点「うきのば」の体験

テレワーク拠点施設「アロット」

問
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〇
10
月
26
日
（
木
）

視
察
研
修

宇
城
市
小
川
支
所
内
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
と

デ
ジ
タ
ル
拠
点
「
う
き
の
ば
」

　

宇
城
イ
オ
ン
モ
ー
ル
内
に
開
設
さ
れ

て
お
り
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
対
応
す
る

た
め
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
体
験
・

交
流
・
学
び
・
育
成
に
取
組
ん
で
お
ら

れ
各
委
員
も
、
ド
ロ
ー
ン
、
ｅ
ス
ポ
ー

ツ
等
を
体
験
し
貴
重
な
機
会
と
な
っ

た
。
続
い
て
美
里
町
で
は
、
「
ｅ
ス

ポ
ー
ツ
で
い
い
里
事
業
」
の
取
組
み
に

つ
い
て
、
11
地
区
で
１
２
０
名
参
加
。

ま
た
介
護
保
険
料
が
県
下
で
ワ
ー
ス
ト

１
位
と
い
う
背
景
も
あ
り
、
共
通
課
題

で
あ
る
少
子
高
齢
化
を
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
て
対
応
さ
れ
て
い
た
。

〇
10
月
27
日
（
金
）

視
察
研
修

福
岡
県
小
郡
市
九
州
歴
史
資
料
館

　

文
化
財
保
護
に
つ
い
て
研
修
し

た
。
「
船
原
古
墳
と
か
が
や
く
馬
具
の

精
華
」
展
の
中
で
、
国
の
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
あ
さ
ぎ
り
町
才
園

古
墳
出
土
の
馬
具
に
つ
い
て
展
示
さ
れ

て
い
た
。
現
在
、
熊
本
市
博
物
館
に
貸

出
さ
れ
て
い
る
が
、
貴
重
な
我
町
の
文

化
財
と
し
て
町
民
に
広
く
知
ら
し
め
る

こ
と
も
重
要
と
感
じ
た
。

〇
10
月
30
日
（
月
）

（
教
育
課
）

①
免
田
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
弓
道
場
に

　
つ
い
て

　

教
育
課
よ
り
経
緯
と
説
明
が
あ
り

委
員
質
疑
の
あ
と
旧
東
庁
舎
の
跡
地
利

用
も
含
め
て
、
現
地
調
査
を
行
い
協
議

検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
生
活
福
祉
課
）

②
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
設
置
に
向
け

　
た
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　
設
置
場
所
、
主
管
課
は
ど
こ
に

な
る
の
か
。
周
知
方
法
は
。

　

免
田
保
健
セ
ン
タ
ー
事
務
室

で
、
主
管
課
に
つ
い
て
は
、
健
康
推
進

課
、
生
活
福
祉
課
に
つ
い
て
協
議
中
で

あ
り
、
保
護
者
等
へ
の
周
知
は
確
定
し

た
ら
広
報
誌
等
活
用
し
、
周
知
し

た
い
。

　

国
の
要
請
に
よ
り
設
置
す
る

と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
町
の
コ

ン
セ
プ
ト
を
持
っ
た
組
織
と
す
る
必

要
性
は
。

　
町
独
自
の
取
組
み
も
含
め
協
議

し
、
12
月
位
に
説
明
し
た
い
。

（
生
活
福
祉
課
）

③
指
定
管
理
委
託
施
設
の
令
和
４
年

　
度
決
算
に
つ
い
て

　
指
定
管
理
者
委
託
施
設
の
決
算

は
、
９
月
議
会
の
決
算
審
査
の
前
に
説

明
を
。　

今
後
、
決
算
審
査
前
に
説
明
を

行
い
た
い
。

　
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
収

支
決
算
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
決
算

に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
利

用
促
進
に
つ
い
て
は
。

　
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
に
つ
い
て

は
、
指
定
管
理
者
と
協
議
し
な
が
ら
取

組
ん
で
い
く
。
世
代
間
交
流
の
で
き
る

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
も
考
え
て
い
き
た
い
。

　
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
の
決
算
に
つ

い
て
、
赤
字
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
営
業
で
利
用
数

の
減
少
や
売
店
、
食
堂
の
売
り
上
げ
が

伸
び
な
か
っ
た
こ
と
と
物
価
高
騰
の
影

響
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
。

〇
11
月
24
日
（
金
）

　

12
月
定
例
会
で
の
条
例
２
件
、
補
正

予
算
８
件
、
人
事
２
件
、
契
約
変
更

１
件
、
そ
の
他
５
件
、
計
17
件
を
審

議
し
た
。

答 問答 問答 問

答答 問答 問 問

あさぎり町から出土した古墳時代の馬具（６世紀）
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○
11
月
30
日
（
木
）　
第
２
回
定
例
会

　

上
球
磨
消
防
組
合
議
会
定
例
会
が
会
期
を
一
日
と

し
て
開
催
さ
れ
、
認
定
第
１
号　

令
和
４
年
度
上
球

磨
消
防
組
合
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
で
は

歳
入
総
額
６
億
４
，
２
９
１
０
万
円
、
歳
出
総
額

６
億
２
，
７
５
９
万
４
千
円
、
歳
入
歳
出
差
引
額

１
，
５
３
１
万
６
千
円
、
実
質
収
支
額
１
，
５
３
１
万
６
千
円

う
ち
基
金
繰
入
額　

７
，
６
５
９
千
円
と
す
る
も
の

で
、
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
認
定
し
た
。

　
議
案
第
19
号　
上
球
磨
消
防
組
合
職
員
定
数
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
消
防
広
域
化
及
び
消
防
署
所

の
再
配
置
を
見
据
え
、
あ
さ
ぎ
り
町
西
側
の
充
実
強
化

を
図
る
た
め
、
毎
日
常
時
３
人
勤
務
の
３
交
代
の
計
９

人
及
び
定
年
延
長
実
施
に
係
る
１
名
の
合
計
10
名
の
増

員
計
画
の
た
め
、
現
在
の
条
例
定
数
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
。

　
議
案
第
22
号
上
球
磨
消
防
組
合
一
般
会
計
補
正
予
算
で

は
、
歳
入
歳
出
総
額
に
１
５
７
万
８
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
８
億
２
，
１
２
２
万
円

と
す
る
も
の
で
、
繰
越
金
お
よ
び
Ｒ
５
年
人
事
院
勧
告

に
よ
る
給
与
条
例
改
正
に
よ
る
職
員
給
増
額
、
職
員
手

当
等
増
額
（
期
末
勤
勉
手
当
増
額
）
、
特
殊
勤
務
手
当

○
12
月
１
日
（
金
）　
第
４
回
定
例
会

　
地
域
医
療
継
続
の
た
め
の
医
療
従
事
者
確
保
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
特
に
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
薬
剤
師

と
看
護
師
の
奨
学
金
貸
与
条
例
の
一
部
を
以
下
の
通
り

改
正
し
た
。
（
金
額
は
い
ず
れ
も
月
額
）

・
薬
剤
師
８
万
円

↓

10
万
円

・
看
護
師
と
保
健
師
５
万
円

↓

10
万
円

　

な
お
、
公
立
病
院
で
の
採
用
後
に
貸
付
期
間
の
２

倍
相
当
期
間
の
在
職
を
義
務
付
け
て
い
た
が
、
今
回

の
改
正
に
よ
り
貸
付
期
間
と
同
じ
期
間
在
職
す
る
こ

と
と
し
た
。
『
令
和
５
年
度
企
業
団
会
計
補
正
予

算
』
は
、
収
益
で
損
害
賠
償
保
険
金
２
７
２
万
５
千

円
の
受
け
入
れ
に
よ
る
増
額
、
費
用
で
は
、
人
材
紹

介
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
料
、
人
事
院
勧
告
に
伴
う
給

与
改
定
の
給
与
費
、
退
職
手
当
組
合
負
担
金
な
ど
で

１
億
５
，
７
９
２
万
７
千
円
の
減
額
補
正
を
行
っ

た
。
資
本
的
支
出
は
マ
ル
チ

周
波
数
体
組
成
計
や
食
器
洗
浄

機
、
レ
ッ
グ
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ

ン
な
ど
の
器
械
備
品
購
入
費

８
３
０
万
円
の
増
額
補
正
。

○
11
月
24
日
（
金
）　
第
４
回
定
例
会

　
令
和
４
年
度
人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
書
の
認
定
に
つ
い
て
は
８
月
25
日
に
開
か

れ
た
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
、
令
和
４
年
度
決
算
委

員
会
が
設
置
さ
れ
同
委
員
会
に
付
託
さ
れ
て
い
た
。
第

４
回
定
例
会
で
田
山
淳
士
同
委
員
会
委
員
長
か
ら
認
定

す
る
と
報
告
が
あ
り
質
疑
、
採
決
を
行
い
原
案
通
り
に

認
定
し
た
。

　

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
２
号)
で
は

56
万
８
千
円
を
追
加
し
、
総
額
24
億
５
５
０
万
２
千
円

と
し
た
。

　

令
和
５
年
度
一
般
会
計
経
費
の
負
担
金
の
総
額
の

補
正
（
第
１
号
）
で
は
各
市
町
村
の
負
担
金
総
額
は

13
億
１
，
８
９
９
万
円
で
、
内
あ
さ
ぎ
り
町
負
担
額
は

１
億
９
，
１
２
９
万
５
千
円
。
い
ず
れ
も
執
行
部
の
補

足
説
明
の
後
、
質
疑
、
採
決
を
行
い
原
案
の
通
り
可
決

さ
れ
た
。

公
立
多
良
木
病
院
企
業
団

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合

上
球
磨
消
防
組
合
議
会

広
域
行
政
組
合
議
員

　
加
賀
山　
瑞
津
子

　
小
出　
高
明

　
山
口　
和
幸

　
皆
越　
て
る
子

企
業
団
議
員

　
小
谷　
節
雄

　
難
波　
文
美

　
豊
永　
喜
一

　
小
見
田　
和
行

　
溝
口　
峰
男
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歳
出
総
額
は
２
，
９
５
０
億
６
，
１
５
２
万
３
，
１
３
７
円

予
算
現
額
に
対
す
る
執
行
率
は
96
・
１
％
。

　
翌
年
度
繰
り
越
し
は
１
０
４
億
８
，
５
８
２
万
３
，
５
０
７
円
。

　
令
和
４
年
度
は
、
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
に
移

行
し
始
め
た
こ
と
か
ら
、
被
保
険
者
数
は
年
間
の
平
均

で
令
和
3
年
度
に
比
べ
2.1
％
増
加
し
て
お
り
、
医
療
費

に
お
い
て
も
2.8
％
増
加
し
、
今
後
も
増
加
傾
向
が
続
く

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
医
療
給
付
費
の
抑
制
は
、
引
き

続
き
大
き
な
課
題
と
な
る
。

　

令
和
６
年
度
は
、
後
期
高
齢
者
負
担
率
の
見
直
し

な
ど
の
制
度
改
正
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
令
和
６
年
秋

に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康
保
険
証
の
一
体
化

が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

は
様
々
な
改
正
を
控
え
て
い
る
。

（
災
害
出
動
手
当
増
額
）
の
増
額
分
と
、
感
染
症
対
策

費
の
需
用
費
と
備
品
購
入
費
の
減
額
分
で
、
こ
れ
ら
2

件
の
議
案
を
含
め
他
3
件
の
議
案
い
ず
れ
も
全
会
一
致

で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

○
11
月
２
日
（
木
）　
第
２
回
定
例
会

　
熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
第
２
回
定

例
会
が
、
熊
本
県
市
町
村
自
治
会
館
に
お
い
て
開
催
さ

れ
議
案
第
13
号
か
ら
議
案
第
19
号
ま
で
の
７
議
案
及

び
報
告
１
件
が
行
わ
れ
全
議
案
と
も
認
定
及
び
可
決

し
た
。

　
議
案
第
14
号
及
び
議
案
第
１
５
号
の
令
和
４
年
度
熊

本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
一
般
会
計
及
び
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
を
合
計
し
た
総
計
決
算
額
を
報

告
し
ま
す
。

　
歳
入
総
額
は
３
，
０
５
５
億
４
，
７
３
４
万
６
，
６
４
４
円

予
算
現
額
に
対
す
る
収
入
率
は
99
・
５
％
。

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

消
防
組
合
議
員

　
岩
本　
恭
典

　
橋
本　
誠

　
永
井　
英
治

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
員

　
溝
口　
峰
男

商工会女性部から綺麗なお花を頂きました・球磨郡議会議員親善グラウンドゴルフ大会
・上球磨議員健康づくりグラウンドゴルフ大会

第
77
号
の一
般
質
問
に
お
い
て
、加
賀
山
議
員
の
表

題
を
間
違
っ
て
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。訂
正
し
て
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

誤
：
施
政
方
針
の
今
後
の
具
体
的
な
対
応
に

　
　
つ
い
て

正
：
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
見
た
ゴ
ミ
袋
や

　
　
体
操
服
の
記
名
の
あ
り
方

ありがとうございます。優勝しました!!



　このコーナーは町民の皆さまから議会だより
や議会に対する要望を寄稿していただき、作成
しています。議員が依頼に伺った際は、ご協力
をお願いいたします。

あさぎり町議会だより　No.78　　（22）

〜町の皆さんの声を聞きました〜
議会や議会だよりに望むこと

　私は、外出時には車いすを使っています。
その時一番困るのは、トイレです。そこで私
は議員の皆さんに、あさぎり町内にある身障
者トイレを見て頂き、改
良点等を議題にして頂け
れば嬉しいです。よろし
くお願いします。

（免田）
永　才 議会便りを読むこと

　回を重ねる毎に工夫がみられ、町の現状抱
えている問題を自分事として捉えるようにな
りました。「おしえてひばりちゃん」で、難
しい文言も理解できます
し、町の将来を担う子ど
も達にこそ読んでほしい
と強く思います。

（上）
平　和 旧上村役場跡地利用の件

　人が集まり賑やかで金を落とす工面があっ
てほしい。宅地化もよいがただ住宅地ではな
く、トヨタ自動車が街づくりの一環として富
士山の近くで建設し、一
応社員に利用してもらい
利便を探っている事例も
参考にすればと思う。

（須恵）
寺　池 私が議会に臨むこと

（上）
塚　脇 町会議員の皆様に感謝

　私達が安心して暮らしていく為に、条例や
予算など町民生活に関する重要な事や、町づ
くりに関わる事柄を決定し、また町政が正し
く効率的に運営されてい
るかなど、議論されてい
ることに大変感謝してお
ります。

（須恵）
寺　池 若者にやさしい町へ

　新年度から子ども医療費が現物給付とな
る。子育て世代には有難いと思う。しかしコ
ンビニ受診とならないよう気をつけたい。若
者が増えるとお年寄りも
元気になる。みんなで「健
幸のまちづくり」を目指
しましょう。

（須恵）「議会中継」を観てみました

　議会だよりを読んでいますが、議会の内容
をもっと詳しく知るために「議会中継」を観
ました。発表の内容や発言者名が表記され分
かりやすく真剣な議論が
なされていました。住民
からの認知度や視聴者数
がどれくらいなのか興味
を持ちました。

平川　由起さん矢神　勇さん

小口　誠之さん
　　　　　（45歳）

小田　美華子さん
　　　　　　（57歳） A・Mさん（35歳）

60代　女性



　このコーナーは町民の皆さまから議会だより
や議会に対する要望を寄稿していただき、作成
しています。議員が依頼に伺った際は、ご協力
をお願いいたします。

（23）　　令和６年　２月発行

　難しい用語には補足説明を加えたり、金額
等はグラフで表したりと分かりやすい表記に
なっていると思いました。
　一般質問については
質問内容が多方面にわた
り、偏りが少ないと感じ
ました。

（上）
神殿原 町民目線を大切に

　議会だよりで議論された内容を知る。文字
だけ読むと本当のことがわからず、関心が薄
れ議会を遠く感じる。身近な議会だよりにす
るため、傍聴された方の
感想等盛り込まれたら興
味関心が出てくるのかも
知れません。

（上）
清　水 地域農業の担い手

　ＪＡ青壮年部では、農作業の合間に食と
農の大切さを子供たちに教える活動や祭り
の手伝いを行っています。地域農業を支え
る若者に対して、幅広い
支援をお願いしたいと思
います。

（上）
柳別府 議会だよりについて

（免田） 町花リュウキンカは
　県外から帰り、リュウキンカを見に行き呆
然……。町外の人も何度も迷いやっとたどり
着く程わかりにくい。リュウキンカが池いっ
ぱいに咲きほこり町民だ
けでなく他町村の方も訪
れる場所になるよう願い
ます。

（上） 未来のあさぎり町のために

　議会は、議員 ( 新人候補者 ) の育成に努め
る義務がある。議員の成り手がないのは、世
の中の動向もあろうが、ベテラン議員の在り
方問われる。５期以上の
議員は後継者に譲ること
と、現行の定数を２人減
じ、議員報酬を上げるこ
とを望む。

　議会へ望むこと、議員のなり手不足をどう
すれば解決できるか、若い世代も含む、我々
世代と意見交換会を開催し
てほしいと思います。また
議員サイトの議会動画アッ
プが遅いので、作業に長け
た人選をお願いしたい。

（免田）
八　幡 この町の未来のため

跡部　恵美子さん
　　　　　　（65歳）

濱村　誠一さん
　　　　　（42歳）

才藤　紳二さん
　　　　　（65歳）

花　まるこさん
　　　　　（40歳）

S・Nさん（70歳）

税木　正昭さん（49歳）



　今
議
会
の
「
議
会
だ
よ
り
最
終
号
」

と
な
り
ま
し
た
。
見
て
も
ら
え

る
・
読
ん
で
も
ら
え
る
・
伝
わ
る

紙
面
づ
く
り
を
し
て
き
た
つ
も
り

で
す
。
ご
意
見
等
が
あ
り
ま
し
た

ら
是
非
、
お
聞
か
せ
頂
け
ま
せ
ん

で
し
ょ
う
か
。

　「
人
を
先
に

　私
を
後
に
」
文

部
大
臣
や
衆
議
院
議
長
を
さ
れ
た

故
坂
田
道
太
さ
ん
の
座
右
の
銘
だ

そ
う
で
す
。
令
和
６
年
度
町
づ
く

り
の
方
向
性
を
決
め
る
３
月
定
例

会
が
始
ま
り
ま
す
。
時
間
が
と
れ

ま
し
た
ら
傍
聴
を
、
あ
る
い
は

ネ
ッ
ト
で
の
ラ
イ
ブ
・
録
画
配
信

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
頂
け

ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

　町
民
の
皆
様
が
、
多
く
の
「
幸

福
」
を
実
感
さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈

り
致
し
ま
す
。

（
山
口
　和
幸
）

記
後
集
編

★お願い★ 「議会広報」の腕章をした議員が、写真撮影等でお伺いして取材します。 ※本紙内容の無断複写およびSNS等への投稿、掲載は
　一切禁止します。議会広報に載ることがあります。ご理解とご協力をお願いします。

森
岡

　
　
　勉

溝
口

　
　峰
男

岩
本

　
　恭
典

永
井

　
　英
治

山
口

　
　和
幸

豊
永

　
　喜
一

小
出

　
　高
明

委
員
長

副
委
員
長

委

員

議

長

編
集
発
行
者

広
報
調
査
特
別
委
員
会

町政20周年
大きな夢と

希望を持っ
て

町民栄誉賞受賞者 月足さおりさんピアノ演奏 あさぎり中学校吹奏楽部演奏

ふるさと会（関東・関西・中部）特別表彰 南稜高校ダンス部 演舞


